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●「三陸ジオパーク」の魅力
●	寄稿「１ページのたより」
●	オンライン座談会のご報告　
   岡山＆北海道 母子避難トーク「子育て終了と10年後のわたし」    　

●	北海道における被災避難者の受入状況
●	編集後記

もくじ

▼
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力

三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
青
森
県
八
戸
市

か
ら
岩
手
県
の
沿
岸
を
縦
断
し
て
宮
城
県

気
仙
沼
市
ま
で
を
エ
リ
ア
と
す
る
、
日
本

一
広
大
な
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。
地
球
活
動

の
歴
史
と
震
災
を
後
世
に
伝
え
る
学
習

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
２
０
１
３
年
９
月

に
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

三
陸
地
域
は
、
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
の
沈

み
込
み
帯
で
あ
る
日
本
海
溝
に
面
し
、
日

本
列
島
の
起
源
と
も
い
う
べ
き
５
億
年
に

お
よ
ぶ
大
地
の
歴
史
を
連
続
的
に
記
録

し
て
い
る
、
貴
重
な
地
域
で
す
。
ま
た
、

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
津
波

を
は
じ
め
、
歴
史
的
に
何
度
も
巨
大
津
波

の
襲
来
を
受
け
た
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

い
ま
、
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
地
球
活

動
の
歴
史
と
震
災
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え

る
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
自
然
や
文

化
、
防
災
に
関
す
る
学
習
、
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
、
様
々
な
体
験
が

で
き
ま
す
。

２
０
１
９
年
に
開
館
し
た
東
日
本
大
震

災
津
波
伝
承
館
（
岩
手
県
陸
前
高
田
市
）
や

各
地
の
震
災
遺
構
で
は
、
地
元
の
方
々
が

「
語
り
部
」
と
し
て
震
災
の
記
憶
を
伝
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
７
月
に
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
「
北
海
道
・
北
東
北
の

縄
文
遺
跡
群
」の
う
ち
、「
是こ
れ

川か
わ

石
器
時

代
遺
跡
」（
青
森
県
八
戸
市
）
で
は
、
定
住

成
熟
期
後
半
の
多
様
な
施
設
を
伴
う
集
落

遺
跡
と
し
て
、
当
時
の
狩
猟
や
採
集
な
ど

の
様
子
を
知
る
こ
と
で
き
ま
す
。
ま
た
、

三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
含
む
総
延
長
千
㎞
を

超
え
る
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
が

開
通
し
、
リ
ア
ス
海
岸
沿
い
の
自
然
歩
道

な
ど
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
体
験
で
き
ま

す
。三

陸
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
日
々
、
三
陸

の
大
地
と
海
を
愛
し
、
守
り
な
が
ら
、
と

も
に
生
き
て
い
く
地
域
づ
く
り
が
行
わ

れ
、
地
域
の
魅
力
が
磨
か
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、三
陸
地
域
の
活
動
に
注
目
で
す
。

（
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
を
詳
し
く
知
り
た
い
方
は

h
ttp
s://s
a
n
rik
u
-g
e
o
.c
o
m

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

▼
北
海
道
に
も
あ
る
５
つ
の
ジ
オ
パ
ー
ク

北
海
道
に
も
、
洞
爺
湖
有
珠
山
、
ア
ポ

イ
岳
、
白
滝
、
三
笠
、
と
か
ち
鹿
追
の
５

つ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
が
あ
り
ま
す（
２
０
２
１

年
12
月
現
在
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
オ
パ
ー
ク

で
は
、
火
山
活
動
が
生
ん
だ
雄
大
な
景
観

や
、
特
殊
な
土
壌
が
生
ん
だ
固
有
種
、
寒

冷
地
特
有
の
生
態
系
、
黒
曜
石
、
石
炭
に

よ
る
文
化
の
形
成
な
ど
、
個
性
豊
か
な
魅

力
が
あ
り
ま
す
。

北
海
道
を
は
じ
め
全
国
各
地
に
あ
る
ジ

オ
パ
ー
ク
を
訪
れ
て
み
て
、
そ
の
地
域
の

奥
深
い
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

東日本大震災津波伝承館（岩手県陸前高田市）

浄土ヶ浜（岩手県宮古市）

是川石器時代遺跡（青森県八戸市）

是川石器時代遺跡　木胎漆器出土状況
（青森県八戸市）

ジ
オ
パ
ー
ク（G

eopark

）と
は
、「
地
球・大
地（
ジ
オ
：

G
eo

）」
と
「
公
園
（
パ
ー
ク
：Park

）」
と
を
組
み
合
わ
せ

た
言
葉
で
、「
大
地
の
公
園
」
を
意
味
し
、
地
球
を
学
び

丸
ご
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。
大
地
（
ジ
オ
）

の
上
に
広
が
る
、
動
植
物
や
生
態
系
（
エ
コ
）
の
中
で
、

私
た
ち
人
（
ヒ
ト
）
は
生
活
し
、
文
化
や
産
業
な
ど
を
築

き
、
歴
史
を
育
ん
で
い
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
こ
れ

ら
の
「
ジ
オ
」「
エ
コ
」「
ヒ
ト
」
の
３
つ
の
要
素
の
つ
な

が
り
を
楽
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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負
け
な
い
ぞ
！

東
京
で
勉
学
に

励
ん
で
き
ま
す
！

少年は、家族のヒーローに

家族みんなで、たくましく！ 頼むぞ～自分！

ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
大
予
言
の
影
響
を

モ
ロ
に
受
け
、
ぼ
く
は
大
決
心
し
た
。　

数
年
後
、
ボ
ク
に
は
夢
よ
り
も

大
切
な
も
の
が

で
き
た
。

ま
さ
に

恐
怖
の
大
王
が

ぼ
く
ら
、
み
ん
な
に

降
り
か
か
っ
た
！

そ
し
て
、
あ
の
年
の

３
月
11
日
…

悩
ん
だ
あ
げ
く
に
北
海
道
へ
移
住
し
た

ぼ
く
と
、
家
族
…
。

家
族
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
奮
闘
す
る

日
々
。
少
年
だ
っ
た
自
分
に
も
誇
れ

る
男
に
な
っ
て
る
か
な
？

2

寄　稿 １ページ の た よ り  
　
と
あ
る
田
舎
で
育
っ
た
少
年
は
、
平
成

十
一
年
を
数
年
後
に
控
え
迷
っ
て
い
た
。

こ
の
ま
ま
実
家
で
生
活
す
る
か
？ 

そ
れ

と
も
思
い
切
っ
て
、
実
家
を
出
て
生
活
す

る
か
？

　
思
春
期
の
よ
く
あ
る
話
の
よ
う
だ
が
、

平
成
十
一
年
と
い
う
年
を
意
識
し
て
い
た

の
は
な
ぜ
か
？

　
そ
れ
は
平
成
十
一
年
を
西
暦
に
す
る
と

１
９
９
９
年
。
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
大
予

言
で
、
空
か
ら
恐
怖
の
大
王
が
来
る
年 

だ
っ
た
か
ら
な
の
だ
。

　
こ
の
少
年
は
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
大
予

言
を
半
ば
信
じ
半
ば
疑
っ
て
い
た
が
、
日

を
追
う
ご
と
に
不
安
に
駆
ら
れ
て
い
た
。

万
が
一
予
言
通
り
に
な
っ
て
、
人
類
が
滅

亡
し
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？ 

こ

の
ま
ま
こ
こ
で
、
一
生
を
終
え
て
し
ま
っ

て
い
い
の
か
？ 

あ
と
数
年
で
滅
亡
す
る

く
ら
い
な
ら
、
今
と
は
違
う
環
境
で
自
分

を
試
し
て
み
た
ら
ど
う
な
ん
だ
？ 

少
年

は
自
問
自
答
し
、
つ
い
に
上
京
を
決
意
し

た
。

　
両
親
に
対
し
て
は
、「
１
９
９
９
年
に

人
類
が
滅
亡
す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
上

京
し
ま
す
。」
な
ん
て
言
え
る
は
ず
も
な

く
、
進
学
と
い
う
よ
く
あ
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
上
京
し
た
。

　
都
会
の
荒
波
に
揉
ま
れ
な
が
ら
、
日
々

の
生
活
に
追
わ
れ
て
い
た
少
年
。
気
が
付

け
ば
大
予
言
の
年
は
慌
た
だ
し
く
過
ぎ

去
っ
て
い
た
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
夢
を
追
い
か
け
、
紆
余

曲
折
を
繰
り
返
し
、
少
年
は
サ
ク
ッ
と
青

年
に
な
っ
て
い
た
。
夢
を
具
体
的
な
目
標

に
し
て
向
か
っ
て
い
く
中
で
、
出
会
っ
た

同
志
た
ち
。
そ
の
中
に
、
青
年
は
自
分
の

夢
よ
り
も
優
先
し
た
い
人
を
見
つ
け
る
。

　
青
年
の
夢
は
志
半
ば
の
ま
ま
、
優
先
し

た
い
人
は
か
け
が
え
の
な
い
人
と
な
り
、

か
け
が
え
の
な
い
人
は
二
人
に
と
っ
て
宝

の
よ
う
な
存
在
を
生
み
出
し
て
く
れ
た
。

　
主
に
相
手
と
自
分
の
こ
と
だ
け
で
精
一

杯
だ
っ
た
青
年
も
父
親
に
な
っ
た
。
己
の

未
熟
さ
も
あ
り
、
中
々
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
が
あ
り
つ
つ
も
、
家
族
に
助
け
ら
れ

父
親
と
し
て
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
歩

み
を
進
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
娘
の
誕
生

日
を
明
日
に
控
え
た
、
平
成
二
十
三
年
三

月
十
一
日
。
予
約
し
て
あ
っ
た
ケ
ー
キ
を

受
け
取
り
、
店
を
出
て
数
時
間
後
の
出
来

事
だ
っ
た
…
。

　
過
去
の
大
地
震
に
は
無
か
っ
た
で
あ
ろ

う
、
目
に
見
え
な
い
放
射
能
汚
染
と
い
う

脅
威
。
あ
の
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
に
言
わ
せ

た
ら
、
こ
れ
ぞ
恐
怖
の
大
王
だ
。

　
ど
う
し
た
ら
こ
の
恐
怖
の
大
王
か
ら
大

切
な
命
を
守
れ
る
か
？ 

そ
れ
か
ら
数
か

月
は
、
こ
の
場
所
で
住
み
続
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
試
行
錯
誤
を
し
て
い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
二
人
の
宝
の
よ
う
な

存
在
の
未
来
に
想
い
を
馳
せ
た
と
き
、
今

住
ん
で
い
る
地
域
で
の
生
活
は
厳
し
い
。

と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

　
そ
う
と
決
め
た
ら
仕
事
を
思
い
切
っ
て

辞
め
、
訪
れ
た
事
の
な
い
北
海
道
へ
引
っ

越
し
た
。
お
金
の
こ
と
を
考
え
た
ら
、
自

分
だ
け
以
前
の
場
所
に
残
っ
て
仕
事
を
続

け
る
、
と
い
う
方
法
も
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
そ
の
時
こ
の
父
親
に
は
、
出

来
る
だ
け
家
族
の
傍
に
居
た
い
！ 

と
い

う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
ま
あ
そ
ん
な
道
を
選
択
し
た
も
の
だ
か

ら
、
家
の
経
済
状
況
は
芳
し
く
な
い
。
一

方
で
気
持
ち
は
明
る
く
、
自
分
た
ち
の
選

ん
だ
道
を
信
じ
て
一い

ち
ろ
ま
い
し
ん

路
邁
進
し
た
結
果
、

数
多
く
の
素
晴
ら
し
い
人
々
と
の
出
会
い

に
恵
ま
れ
た
。

　
そ
ん
な
素
敵
な
人
々
が
光
、
水
、
栄
養

と
な
り
、
ど
う
に
か
北
海
道
に
根
を
伸
ば

し
つ
つ
あ
る
か
つ
て
少
年
だ
っ
た
父
親
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
と
い
う
新
た
な
恐
怖
の
大

王
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
家
族

を
守
れ
る
男
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
切

に
願
う
。（

ペ
ン
ネ
ー
ム　
も
も
や
ろ
う
）

放　射　能



～オンライン座談会のご報告～ 　11月13日（土）に行ったオンライン座談
会、岡山＆北海道 母子避難トーク「子育て
終了と10年後のわたし」には、岡山県と北
海道から４名と「ほっと岡山」代表 はっと
りいくよさんが参加しました。
　岡山県は、西日本でもっとも避難者数が
多く、復興庁によると2021年10月８日現
在の避難者数は926名。この日、雑談も交
えながらの１時間半は話が尽きず、あっとい
う間に過ぎてしまいました。
　座談会から、みなさんと共有したいお話、
エピソードなどをお伝えします。

負
け
な
い
ぞ
！

成長する子どもたち

　参加されたみなさん、子どもの受
験や就職活動など節目を迎える中で
の参加でした。「子どもは進学や就
職でそれぞれひとり暮らし、夫は自
宅のある避難元、自分は仕事がある
からここにいる。みんなバラバラな
んです」との話に、「まさに、これか
らうちがそうなりそうなんです。夫は
夫の親の介護で実家に引っ越すかも
しれず…」「うちも来年、子どもが県
外に進学する予定なので、そのあと
自分はどうしたらいいんだろう、って、
まさに今、考えています」
　ある方は、「東京にいる子どもは

『いつか北海道に帰りたい』と言って
います。子どもにとってはここが故
郷。夫も来るのを楽しみにしている
ので、自分がここにいるのも選択肢
のひとつ、と思っています」

自分の場所

　「この前ふと、もし一人で住むなら
こんなところもいいな、って思うこと
があって。あれ、もしかしてどこに住
んでも自由じゃない？って。そうした
ら、好きなことできる、って思ったり
して…」「避難移住して10年。もっと
いろんなところに行ったり暮らしたり
もしたいな、と思うけれど、それは、
今ここに自分が『帰る場所』がある
から憧れるのかもしれないです」
　母子避難は、放射性物質によるリ

スクを避けるだけではなく、不安の
共有がしにくい息苦しさ、暮らしにく
さがあいまってという方も少なくあり
ません。子どもも自分も安心して暮
らせて、人とのつながりを培ってき
た今いる場所を離れるのだとしたら、
子どもの自立にとらわれない、自分
の人生のタイミングなのかもしれま
せん。

コロナ禍で思う

　「原発事故後の人々の分断から、
さらにコロナ禍で細分化されたよう
な気がします」「放射能に関してもコ
ロナに関しても、余計な心配をして
真実を伝えないことでかえって国民
の不安を煽ってる。どの情報を自分
が信じるか、によって人々の行動や
対処がだいぶ変わる、それが怖いと
思う」「世の中にはいろんなリスクが
ある。放射能やコロナのような完璧
な対処法がわからない、不確定なこ
とに対しては『まだわからない』とい
うことを前提で一緒に考えたいのに、
ひとつの対処だけを押し付けられ
ているような感じがする。リスクコ
ミュニケーションが取れてないな、っ

て」「地元の人に『（自分はコロナであ
たふたしてるけど）避難・移住してき
た人たちは、堂々としているね』と
言われました」

これまでとこれからと

　「この10年、その場しのぎでやっ
てきたなぁ、と思う。ずっと『今』の
ことで手一杯で。震災前も、その
時々で考えて決めていたけれど、も
う少し将来のビジョンがあったし、
今ほど『自分はどうすべき？』という
ことを考えずに暮らせていた気がし
ます」「今までは母親という役割が
自分の中で大きかった。子どもが自
立すると『自分』というものが残る。
これからの10年は母親業の割合が
減っていく分、自分のことを多く考え
ながら生きていく時間になるのかな、
と思っています」

「他地域に友達ができると遊び
に行ける場所、頼れる場所が
増えていいね！」

　そんな話もしながら、オンライン
座談会「岡山＆北海道　母子避難
トーク」は、またの開催を約束して、
この日は終了となりました。

一般社団法人 ほっと岡山　
〒 700-0921 岡山県岡山市北区東古松 1-14-24  コーポ錦 1 階
事務局：月～金 10：00 ～ 17：00
TEL：070-5670-5676　FAX：086-230-4561　　：0120-566-311
メール：office.hotokayama@gmail.com

2014年６月、岡山県で避難移住者の受け入れ支援を行っていた10団
体により「うけいれネットワークほっと岡山」が設立され、2年後の
2016年６月、当初から活動に参加し、ご自身も避難移住者であるはっ
とりいくよさんが代表となり、一般社団法人ほっと岡山を設立。
相談窓口、交流会、情報紙の発行のほか震災の風化・関心の喪失を
防ぐための勉強会「311スタディーズ」の開催や書籍の発行など様々な
活動を行なっています。福島県生活支援再建拠点。
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●北海道における被災避難者の受入状況
●編集後記

全国避難者情報システム「ふるさとネット」の
登録について
「からから便り」は「ふるさとネット」の登録情報をもとに発送して
います。「ふるさとネット」は北海道が運用する被災避難者サポー
ト登録制度です。この制度は自治体の転出入届とは連動しておら
ず、転居の場合は住所変更のご連絡をいただかなければ、郵送物
が「所在不明」として返送されてしまいます。転居、登録解除など、
「ふるさとネット」の登録内容に変更がある場合はご連絡ください。
────────────────────────
■連絡先	
① NPO法人 北海道NPOサポートセンター
②北海道総合政策部地域創生局地域政策課
電   話：011-206-6404
メール：shienhonbu@pref.hokkaido.lg.jp

③避難先市町村の担当窓口（市町村により部署が異なります）

北海道における被災避難者の受入状況　
［2021年 11月 11日現在］

※北海道のホームページでもご覧になることができます。

　あっという間に冬になりました。12 月は映画上映会のほか、
恒例の餅つき大会も予定しており、企画が盛りだくさんです。
久しぶりの対面企画、感染症対策はしっかりと取り組んで開催
です。ご参加お待ちしています。
　今年も残りわずかとなりました。これからますます冷えてき
ますので、皆様どうぞお体ご自愛下さい。	 	

（定森）

からから便りVol.3    ■ 2021 年 11月30日発行
発行：NPO法人  北海道 NPOサポートセンター 
〒064-0808 札幌市中央区南 8条西２丁目5-74 市民活動プラザ星園 201
 電   話：011-200-0973　FAX：011-200-0974　メール：info@hnposc.net
委託元：北海道
※東日本大震災により北海道へ避難されている方で、情報紙の送付を希望される方は
北海道NPOサポートセンターまでご一報下さい。

岩手県 宮城県 福島県 そのほか 合計

空知
岩見沢市 1 3 8 0 12
他８市町村 0 2 20 0 22

石狩

札幌市 16 170 479 105 770
江別市 6 9 20 0 35
千歳市 0 6 9 0 15
恵庭市 0 0 24 0 24
北広島市 0 2 13 0 15
他２市町村 0 1 6 0 7

後志
小樽市 0 4 16 9 29
他４市町村 0 2 9 0 11

胆振
苫小牧市 4 16 9 0 29
他５市町村 0 7 17 0 24

日高 ２市町村 0 0 3 4 7

渡島
函館市 5 25 68 8 106
北斗市 0 4 12 0 16
１市町村 0 0 6 0 6

檜山 １市町村 0 3 0 0 3

上川
旭川市 9 26 40 9 84
他６市町村 0 4 11 7 22

宗谷 １市町村 1 0 0 1 2

オホーツク
北見市 0 1 11 0 12
他３市町村 0 2 7 0 9

十勝
帯広市 4 3 11 3 21
他１市町村 0 0 1 0 1

釧路 ２市町村 2 0 3 0 5
根室 １市町村 0 2 0 0 2
総計 50 市町村 48 292 803 146 1,289

単位：人

お預かりした個人情報は、避難者の生活支援のために利用するほか、出身県へ
の提供など限定した目的にのみ利用し、その他目的には一切利用いたしません。

【無断転載・コピー】
本紙掲載の写真・図版・記事などを許可なく無断で転載することを禁じます。
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根室振興局
釧路総合
振興局十勝総合

振興局

胆振総合振興局

渡島総合振興局檜山
振興局

後志総合
振興局

日高振興局

オホーツク
総合振興局

石狩振興局

空知総合
振興局

留萌
振興局

宗谷総合
振興局

上川総合
振興局

帯広市

函館市

札幌市 帯広市

函館市

札幌市

旭川市旭川市

釧路市釧路市
芽室市根室市

網走市網走市

稚内市稚内市

室蘭市室蘭市

留萌市留萌市

岩見沢市岩見沢市

浦河町浦河町

倶知安町倶知安町

江差町江差町
網走

根室

編 後集 記


